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理科系 第 2回 問題紙

数 学
志望校診断模試

試験時間 150分 満点 150点 大問 6題（各 25点）

注 意 事 項

1. 試験開始の合図まで，この問題紙を開いてはいけない。
2. 問題は大問 1〜 6 の 6題からなる。すべてに解答すること。
3. 答えのみを書いた答案には点を与えない。結論に至る過程を記述すること。
4. 数学公式集は配布しない。
5. 大問ごとに，解き終えた時刻を答案の隅に記入すること。診断には各大問の所要時間を用いる。

本書は独自作成の非公式教材であり，いずれの大学の公式教材・過去問・模擬試験でもない。ここでの診断は数学の出題傾向との相性を
示す参考診断であって，合否の予測や出願の可否を示すものではない。



4 整数 x，y についての方程式を考える。
(1) xy + 2x+ 3y = 29をみたす整数の組 (x, y)をすべて求めよ。
(2) nを正の整数とする。xy + 2x+ 3y = nをみたす正の整数の組 (x, y)がちょうど 1組であるような，20以下の nをすべて求
めよ。

(3) x2y + 2x2 + 3y = 78をみたす整数の組 (x, y)をすべて求めよ。
5 ∠C = 60◦ である4ABCにおいて，BC = a，CA = b，AB = cとおく。

(1) a，b，cがすべて整数で，a < b 5 8をみたすような組 (a, b, c)をすべて求めよ。
(2) 1辺の長さが 8の正三角形 PQRの辺 PQ上に PD = 3となる点 Dをとる。RD = 7であることを示し，4PDRと4QDRがと
もに (1)で求めた三角形と合同になることを説明せよ。

(3) (2)の4PDRと4QDRの内接円の半径をそれぞれ求めよ。また，2つの内接円の中心の距離を求めよ。
6 座標平面上に 3点 A(0, 0)，B(4, 0)，C(0, 3)がある。4ABCの内部または周上の点 Pから，辺 BC，CA，ABまでの距離をそれ
ぞれ d1，d2，d3 とする。
(1) P(x, y)とするとき，d1，d2，d3 を x，y で表せ。
(2) d1 + d2 + d3 の最大値と最小値を求めよ。
(3) d1，d2，d3 を 3辺の長さとする三角形が存在するような点 Pの範囲を図示し，その面積を求めよ。
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問 題 紙

1 関数 f(x) =
x+ 1

x2 + 3
について，次の問いに答えよ。

(1) すべての実数 xについて f(x) 5
1

2
が成り立つことを示し，等号が成り立つ xを求めよ。

(2) すべての実数 xについて f(x) = −1

6
が成り立つことを示し，等号が成り立つ xを求めよ。

(3) 曲線 y = f(x)，x軸，および 2直線 x = −1，x = 3で囲まれた部分の面積を求めよ。
2 半径 1の円に内接する4ABCにおいて，∠BAC = 60◦ とする。CA = b，AB = cとおく。

(1) 辺 BCの長さを求めよ。また，bと cがみたす関係式を求めよ。
(2) b+ c 5 2

√
3であることを示し，等号が成り立つのはどのような三角形のときかを答えよ。

(3) 点 Aが円周上を動くとき（∠BAC = 60◦ をみたし，4ABCができる範囲で），b+ cのとりうる値の範囲を求めよ。
3 nを正の整数とする。袋の中に赤玉 n個と白玉 2個が入っている。袋から玉を 1個ずつ取り出し（取り出した玉はもとに戻さな
い），2個の白玉がどちらも取り出された時点で取り出すのをやめる。やめるまでに取り出した玉の個数をX とする。
(1) n = 3のとき，X のとりうる値と，それぞれの値をとる確率を求めよ。
(2) X = k となる確率を，nと k を用いて表せ。
(3) X の期待値を nを用いて表せ。また，期待値が 10以上となる最小の nを求めよ。

（以下余白）
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過去問の前にシリーズ 旧帝大・難関国公立大理系数学 志望校診断模試

第 3回　解答・解説

1 基礎 図形 120◦ の三角形と角の二等分線

近いのは 余弦定理・面積・角の二等分線という，三角比の基本の組合せ。8大学のどこでも，図形の大問の前半や
別の大問の途中で当たり前に使われる道具である。
取れたら 図形の土台は押さえてある。(2)を「面積の比」で示せたなら，公式を覚えているだけでなく，理由まで

説明できている。
取れなかったら 志望校の話より先に，ここを埋める。(2)で「角の二等分線の性質より」とだけ書いた人は，示すべきこ
とをそのまま使っている。(3)の ADは，(2)と同じく 2つの三角形の面積に分けるだけで出る。

(1) 辺 BCの長さと，4ABCの面積を求めよ。
余弦定理により

BC2 = 62 + 42 − 2 · 6 · 4 cos 120◦ = 36 + 16 + 24 = 76

だから BC = 2
√
19である。また4ABC =

1

2
· 6 · 4 sin 120◦ = 6

√
3である。よって

答 : BC = 2
√
19, 4ABC = 6

√
3

(2) BD : DC = AB : ACを示せ。
ADは ∠BACを二等分するから ∠BAD = ∠CADである。この角を αとすると

4ABD =
1

2
AB · AD sinα, 4ACD =

1

2
AC · AD sinα

だから4ABD : 4ACD = AB : ACである。
一方，2つの三角形は底辺 BD，DCが同じ直線 BC上にあり，頂点 Aから直線 BCまでの距離（高さ）が共通
だから4ABD : 4ACD = BD : DCである。以上より BD : DC = AB : ACが成り立つ。 �
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過去問の前にシリーズ 旧帝大・難関国公立大理系数学 志望校診断模試

第 1回　診断（暫定判定）

①から⑧まで，番号の順に埋めるだけ。左のページで第 1 回の累計を出し，右のページで判定する。

左のページ　表を埋めて累計を出す
①得点を書く→②●のついた行の得点を縦に足す（第 1 回は②がそのまま累計になる）

小問 配点 ①得点 微 図 確 整 計 論 発 記 速
微積分 図形 確率 整数 計算力 論証力 発想力 記述力 処理速度

1(1) 8 • •

1(2) 8 • •

1(3) 9 • •

2(1) 6 • •

2(2) 9 • •

2(3) 10 • •

3(1) 5 • •

3(2) 9 • •

3(3) 11 • •

4(1) 6 • •

4(2) 9 • •

4(3) 10 • •

5(1) 7 • •

5(2) 8 • •

5(3) 10 • •

6(1) 6 • •

6(2) 9 • •

6(3) 10 • •

②今回の合計
確かめ方：①の欄の合計は，微〜整の 4つの合計の和とも，計〜速の 5つの合計の和とも等しい。
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